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駅
が
消
え

街
は
衰
え
増
し
た

岐
路
に
立
つ

「
地
元

で
は
、

こ
こ
は
ま
だ

『
駅
前
∵
と
呼
ぶ
ん
で
す
」

霞
ケ
浦
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る

小
美
玉
市
の
玉
里
地
区
。
和
洋
菓

子
店

「菓
子
工
一房
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｉ
」

を
営
む
永
井
誠
さ
ん
（
７６
）
は
ヽ
目

の
前
に
あ
る
小
さ
な
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
う
言

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

こ
こ
は
石
岡
、
鉾
国
の
両
市
を

結
ぶ
鹿
島
鉄
道
線
の
常
陸
小
川
駅

が
あ
っ
た
場
所
。
利
用
客
の
減
少

で
２
０
０
７
年
に
廃
線
と
な
り
、

駅
も
姿
を
消
し
た
。

戦
後
す
ぐ
の
１
９
４
７
年
に
創

業
し
て
以
来
、
こ
の
地
で
店
を
構

え
る
。
バ
ブ
ル
期
の
９０
年
代
前
半

ご
ろ
ま
で
は
、
数
駅
離
れ
た
工
業

団
地
で
働
く
人
や
通
学
す
る
高
校

生
た
ち
が
朝
夕
に
店
を
の
ぞ
き
、

う
れ
し
そ
う
に
お
菓
子
を
買

っ
て

い
っ
た
。

３０
年
ほ
ど
前
か
ら
だ
。

マ
イ
カ

ー
が
普
及
し
出
し
た
せ
い
か
、
通

勤

・
通
学
客
が
減
り
始
め
た
。
今

の
小
美
玉
市
を
構
成
す
る
地
域
の

人
口
は
、
２
０
０
４
年
の
５
万
４

千
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、

現
在
は
４
万
７
千
人
ほ
ど
だ
。
駅

近
く
に
あ

っ
た
県
立
小
川
高
校
は

・３
年
に
開
校
と
な

っ
た
。

「駅
が

な
く
な

っ
て
、
街
の
衰
退
は
加
速

し
た
か
も
し
れ
な
い
」

存
続
巡
り
温
度
差

鹿
島
鉄
道
の
年
間
乗
客
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
１
９
６
７
年
に
は
３

０
０
万
人
に
達
し
た
が
、
２
０
０

４
年
に
は
８４
万
人
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
た
。

廃
線
危
機
に
あ

つ
た
頃
、
沿
線

に
あ
る
中
学

・
高
校
の
生
徒
有
志

が

「か
し
て
つ
応
援
団
」
を
結
成

１
９
２
４
年
、
鹿
島
参
富
鉄

道
と
し
て
開
業
。
石
岡
―
鉾
田

の
２７

・
２
計
を
結
び
、
当
初
は

鹿
島
神
宮
の
参
拝
客
輸
送
を
視

野
に
入
れ
て
い
た
。
乗
客
の
減

少
に
加
え
、
大
き
な
収
入
源
だ

っ
た
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

（小
美
玉
市
）
へ
の
燃
料
輸
送

が
２
０
０
１
年
に
打
ち
切
ら

れ
、
廃
線
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

□ 鹿島鉄道

〇
小
川
高
校
下
駅
が
あ

っ
た
場
所
。

「未
来
へ
走
れ
！
鹿
島
鉄
道
」
の
文

字
が
見
え
る
＝
小
美
玉
市
小
川

●
運
行
し
て
い
た
当
時
の
車
両
Ｈ
２
０

０
６
年
、
行
方
市

し
た
。
′利
用
を
促
す
た
め
、
車
内

へ
の
自
転
車
の
持
ち
込
み
を
提
案

し
て
実
現
さ
せ
た
り
、
路
線
の
存

続
を
訴
え
る
１
万
筆
も
の
署
名
を

集
め
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
「廃

線
や
む
な
し
」
と
考
え
る
人
た
ち

と
の
温
度
差
は
大
き
か

つ
た
。

当
時
、
応
援
団
の
顧
間
を
務
め

て
い
た
小
川
高
元
教
諭
の
栗
又
衛

さ
ん
（６６
）
は
ヽ

「生
徒
は
役
所
な

ど
も
巻
き
込
ん
で

一
生
懸
命
や

っ

て
く
れ
た
が
、
な
か
な
か
広
が
ら

な
か

っ
た
」
。
活
動
の
さ
な
か
、

地
域
住
民
か
ら
の
冷
め
た
声
が
今

も
耳
に
残
る
。

「乗

っ
て
な
い
か

ら

（鉄
道
は
）
な
く
て
い
い
じ
ゃ

ん
」
　

　

・

０６
年
に
運
営
会
社
が
廃
線
の
意

向
を
示
す
と
、
そ
れ
ま
で
財
政
支

援
を
し
て
い
た
県
や
沿
線
自
治
体

も
継
続
は
難
し
い
と
判
断
し
、
翌

年
の
春
、
運
行
８３
年
の
幕
が
下
ろ

さ
れ
た
。

代
替
バ
ス
利
用
減

鹿
島
鉄
道
の
線
路
の
跡
地
を
利

用
し
て
、
今
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ

（
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
が
通

っ
て
い

発
一
印
稲
跡
の
（動
峠
緯
姉
線
は
四

間
で
、
途
中
か
ら
は
並
行
し
て
走

る
国
道
３
５
５
号
に
乗
り
入
れ
て

旧
常
陸
小
川
駅
ま
で
の
計
７
よ
を

運
行
し
て
い
る
。
　

　

“

鹿
島
鉄
道
の
廃
線
後
は
国
道
を

走
る
代
替

バ
ス
が
運
行

さ
れ
た

が
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
定
時

に
到
着
で
き
な
か

っ
た
り
、
満
員

で
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
り

す
る
客
も
出
た
。
代
替
バ
ス
の
利

用
者
数
は
、
鉄
道
廃
線
前
の
４
割

ほ
ど
に
減

っ
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
石
岡
、
小
美
玉
の
両
市
が
採

用
し
た
の
が
、
専
用
道
を
設
け
て

定
時
性
を
確
保
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
い

う
方
法
だ
。

自
治
体
が
道
路
を
整
備
し
、
バ

ス
運
行
は
鹿
島
鉄
道
の
親
会
社
の

関
東
鉄
道
グ
ル
ー
プ
が
担
う

「公

設
民
営
」
の
形
式
。
当
時
と
し
て

は
全
国
初
の
事
例
だ

っ
た
。

１０
年
に
運
行
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
利
用
者
は
い

っ
た
ん
増
加
す

る
が
、
人
口
減
も
相
ま

っ
て
頭
打

ち
に
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
客

は
さ
ら
に
減

っ
た
。

廃
線
は
正
し
か

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
小
美
玉
市
都
市
整
備
課
長
の

朝
比
奈
公
俊
さ
ん
（５３
）
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
利
用
者
減
に
頭
を
悩
ま
せ
る
“

「移
動
手
段
と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ

け
で
な
く
、
列
車
が
走
る
原
風
景

と
い

っ
た
ソ
フ
ト
面
で
も
ヽ
鉄
道

の
良
さ
を
地
域
全
体
で
考
え
る
べ

き
だ
。
な
く
な

っ
て
か
ら
良
さ
に

気
づ
い
た
、
で
は
遅
い
ん

‐で
す
」

´
（藤
田
大
道
、
原
田
悠
自
）

「地域全体で考えるべき廃線後では遅い」

線路があった場所を整備した専用
道を走るバス=ガ、美玉市栗又四ケ


